
THE STATE OF THE WORLD’S CHILDREN 2012

都市に生きる
子どもたち

©
  Jo

n
as B

en
d

iksen
/M

ag
n

u
m

 P
h

o
to

s

T
H

E
 S

TA
T

E
 O

F T
H

E
 W

O
R

LD
’S

 C
H

ILD
R

E
N

 2012
                 

都
市
に
生
き
る
子
ど
も
た
ち

© United Nations Children’s Fund (UNICEF)
February 2012

世界子供白書2012



世界子供白書
2012



世界子供白書 2012
英語版　　2012 年 2 月刊行
日本語版　2012 年 5 月刊行

著　： ユニセフ（国連児童基金）
訳　： 公益財団法人　日本ユニセフ協会　広報室
発行： 公益財団法人　日本ユニセフ協会（ユニセフ日本委員会）
　　　〒108-8607　東京都港区高輪 4-6-12　ユニセフハウス
　　　（電話）03-5789-2016　（FAX）　03-5789-2036
　　　ホームページ：www.unicef.or.jp
印刷：（株）第一印刷所

The State of the World’s Children
ⓒ United Nations Children’s Fund （UNICEF）
February 2012

UNICEF, UNICEF House, 3 UN Plaza,
New York, NY 10017, USA
ウェブサイト：www.unicef.org（ユニセフ本部）

この白書は国連児童基金（ユニセフ）が 2012 年 2 月に発表し、
（公財）日本ユニセフ協会が翻訳したものです。
文中の役職名、肩書き等は本書（英語版）編集時のものです。
本書の無断転載・複製はお断りします。
転載をご希望の場合は、（公財）日本ユニセフ協会 広報室まで
お問い合わせください。

写真
表紙
ベネズエラ（ベネズエラ・ボリバル共和国）・カラカスの丘の
中腹にあるインフォーマルな居住地で、ダンスをする子ども
たち（2007）。
ⓒ Jonas Bendiksen/ Magnum Photos

第 1 章　Ⅹページ
トルコ・イスタンブールにて、多くの移民の居住区、タルラ
バシで遊ぶ子どもたち。
ⓒ UNICEF/NYHQ2005-1185/Roger LeMoyne

第 2 章　12 ページ
コンゴ民主共和国・キンシャサのはずれにあるスラム、キャ
ンプ・ルカにて水をもらうため待機する人々。
ⓒ UNICEF/NYHQ2008-1027/Christine Nesbitt

第 3 章　34 ページ
イラク・キルクークにて、家族が家の補強に使う金属屑を引
きずる女の子。その家はかつてのサッカー競技場の最上階で、
壁の代わりにカーテンをかけた小スペースである。
ⓒ UNICEF/NYHQ2007-2316/Michael Kamber

第 4 章　48 ページ
コートジボアール・アビジャンにて、危険にさらされている
子どもたちへ住居やファミリーサービスを提供する移民税関
執行局（BICE）の中庭でサッカーをする男の子たち。
ⓒ UNICEF/NYHQ2011-0549/Olivier Asselin

第 5 章　66 ページ
キリバス・タラワの小学校にて、グループ・プロジェクトを
している少年少女。
ⓒ UNICEF/NYHQ2006-2457/Giacomo Pirozzi
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都市化の進行する世界において、子どもたちを最優先に
子ども時代の暮らしが、ますます都市化されてきている。今や、世界人口の半分以上が、そしてその中の

十億人を超える子どもたちが、都市や町で生活しているのだ。多くの子どもたちが、教育、医療、レクリエー
ション施設といった、都市生活の中で与えられる利益を享受している。しかし、電気、清潔な水、保健ケア
などの生活に不可欠な必須サービスを受けられない子どもたちの方が、圧倒的に多いのである。それが近く
にあったとしてもだ。圧倒的に多くの数の子どもたちが学校に通うかわりに危険で搾取的な労働を強いられ
ている。そして圧倒的に多くの数の子どもたちが、疾病や災害の影響を非常に受けやすく壊れやすい住居や
過密な居住地に暮らしている。そして、すでにそうしたきわめて過酷な状況に置かれているにも関わらず、
その土地からの立ち退きの脅威にも常にさらされている。

貧しいコミュニティに暮らす子どもたちが耐えている困難は、開発計画や予算配分を決定する際の根拠とな
る、統計上の平均値からは見えない場合が多いため、その状況が永続する。平均値は個々人をひとまとめに
して扱うため、ある一部の子どもたちの困窮した状況が、他の子どもたちの裕福な状況によって覆い隠され
てしまう。そのことの結果の一つとして現われてくるのが、すでに困窮してきた子どもたちが、必須サービ
スから依然として排除されたままだということである。

ますます多くの子どもたちが都市部で成長している。子どもたちが自らの権利を実現し、能力を開花するに
は、彼らが必要とする快適な設備と機会を与えなければならない。以下を実現するための行動を早急に起こ
す必要がある。

●都市部の子どもたちに影響を与えている貧困と排除の規模の大きさとその性質への理解を深める

●インクルージョン（誰もが受け入れられる社会）を阻むものを特定し、取り除く

● 都市計画、インフラ開発、サービスの提供、貧困と格差を軽減するための広範な取り組みが、子ど
もたち特有のニーズと優先事項にしっかりと合うようにする

●都市の貧困層、特に子ども・若者と政府のあらゆるレベルでのパートナーシップを促進する

● 社会から取り残され、困窮した子どもたちが自らの権利を十分に享受できるよう、国際社会、国内、
地方自治体、コミュニティで支援に取り組む関係者が、様々な資源とエネルギーを出し合う

こうした行動は目標ではなく、すべての人にとって、そして第一に子どもたちにとって、より公正で人を温
かく育む力のある都市や社会をつくろうという目的への、手段である。

行
　
動
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世界で最も貧困に苦しむ子どもたちについて考えるとき、私たちの多くがすぐに頭に浮かべるイメージは、
サハラ以南のアフリカ遠隔地の村で飢えている子どものイメージだろう。実際に多くの子どもたちが、今日
もそのような状況に置かれている。

しかし、この2012年世界子供白書が緊急性を持って明示しているように、世界中の都市や町に暮らす数
百万人の子どもたちも、社会から取り残される危険にある。

実際に、今日、数億人の子どもたちが都市のスラムで暮らし、そのうちの多くが基本的なサービスを利用で
きていない。彼らは、危険なゴミの山や線路脇の過密な居住地で暮らしているために、暴力や搾取から傷害、
病気、死といった様々な危険に、非常にさらされやすい存在である。さらに、彼らの生活条件やニーズが、
農村部よりも都会の子どもの方が裕福であることを示す総計数字で表されてしまうことが多く、都市の子ど
もたちに存在する格差が、曖昧になってしまっている。

本書は、ユニセフと我々のパートナーが蓄積してきた証拠（報告）と分析に加え、最も貧しく社会から取り
残された子どもたちとその家族が、食料難と立ち退き要求によって、不当に苦しめられていることを表すも
のである。本書は、貧困と脆弱性から我々が共通して連想する遠隔地の農村部と全く同じことが、都市の中
心で起こっていることを示している。

そのデータは衝撃的だ。2050年までに、全人口の70％が都市部で暮らすようになるという。すでに、都市
居住者の3人に1人はスラムで暮らしている。アフリカでは、その割合は驚くべきことに10人のうち6人である。
こうした状況に暮らす子どもたちへの影響は顕著である。ガーナ、ケニアからバングラデシュ、インドまで、
スラムに暮らす子どもたちは、学校に通う可能性がほとんどない状況にある。また、サハラ以南のアフリカ
の都市や町に暮らす富裕層と貧困層の子どもたちの栄養状態の格差は、都市と農村の子どもたちの格差より
も大きい場合が多い。

不利益を被る子どもたちは皆、社会において子どもたちの生存、成長、参加の権利を守ることができなかっ
たという、道義的違反の証言者である。そして、排除された子どもたちは皆、失われた機会の象徴である。
なぜなら、社会が都市に生きる子どもたちに生産的で創造的な個人として成長させうるサービスや保護を与
えなかった場合、社会は子どもたちが生み出しうる社会的、文化的、経済的な貢献を失ってしまうからである。

どんな場所で暮らそうが、いかなる場所で疎外され取り残されようが、困窮している子どもたちに手を差し
伸べるため、私たちはさらに多くのことに取り組まなければならない。とりわけ、国家予算が緊縮され、援
助活動への割当ても削減される時代に、そうする余裕があるのかと疑問に思う人もいるかもしれない。しかし、
こうした子どもたちが必要としているサービス、つまり彼らの権利であるサービスから子どもたちを遠ざけ
ている壁を取り払えば、数百万の子どもたちが健康に成長し、学校に通い、より生産的な生活を送ることが
できるのである。私たちにその余裕はない、と言えるだろうか。

ま
え
が
き

アンソニー・レーク
ユニセフ事務局長
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revision. 、および Graphic presentation of data based on The Guardian, 27 July 2007 と一致。

この地図は適切な縮尺に基づいて図案化されたものである。また、国や地域の法的地位、国境線についてなんらかのユニセフの立場を示すものでない。

この図は 10 万人を超す都市人口を持つ国と地域を示している。
円の大きさは都市人口の規模に比例している。スペースが許す
限り、円の中の数字で都市人口（100 万人単位）と当該国の
人口に対する都市人口の割合を示すものである。
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